多治見市『孤立死ゼロ／虐待死ゼロのまち協力隊』に関する協定書
　多治見市（以下「甲」という。）と●●●●株式会社（以下「乙」という。）は、『孤立死ゼロ／虐待死ゼロのまち協力隊』の活動（以下「活動」という。）に関して、次のとおり協定を締結する。

　（加盟）

第１条　乙は、『孤立死ゼロ／虐待死ゼロのまち協力隊』に加盟し、自らの業務に支障のない範囲で活動に協力するものとする。

　（活動内容）

第２条　乙は、市内において業務を実施する際、高齢者等に関して異変に気付いたときは、甲に連絡するものとする。

２　前項の規定による連絡に係る費用は、乙の負担とする。

　（対応）

第３条　甲は、前条第１項の規定による連絡があったときは、その当該連絡に対し、速やかに対応しなければならない。

（免責）

第４条　乙は、異変やまちがいの連絡について、その責任はないものとする。

　（秘密保持の義務）

第５条　甲と乙は、活動の協力に当たって知り得た個人情報及びその他の情報を自己の業務のために使用しないものとし、その情報を他に漏らさないものとする。また、この活動の協力隊でなくなった後も同様とする。

　（協定期間）

第６条　この協定の有効期間は、協定締結の日から起算して１年間とする。
２　前項の有効期間が満了する１か月前までに、甲又は乙のいずれからも何らの意思表示もなされない場合は、更に１年間有効期間を延長するものとし、以後この例による。

　（雑則）

第７条　この協定に定めのない事項については、甲乙協議の上決める。

　この協定の証として、本書２通を作成し、甲乙記名押印の上、各自１通を保管する。

　　　　　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　甲　　　多治見市日ノ出町２丁目１５番地

　　　　　　　　　　　　　多治見市長　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　乙

『孤立死ゼロ／虐待死ゼロのまち協力隊宣言』

1．  誰もが元気で、地域で支え合えるまちにします。

１．　地域に目を向け、気づきを大切にするネットワークのあるまちにします。

1．  孤立死がゼロになるように、多くの方向から、多くの目で見守　　

るまちにします。
１．　虐待死がゼロになるように、異変に気付いたら、関係機関に連絡をし、虐待防止に努めるまちにします。
１．　誰もが安全で安心して暮らせるようなやさしいまちにします。
『孤立死ゼロ／虐待死ゼロのまち協力隊』
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